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2026 年度のスタート！！ 

２０２６年４月１１日（土）、クイーンズランド補習授業校ゴールドコースト校の2026年度がスタートしま

した。入学式や始業式、教科書の配付、ガイダンスなど慌ただしい一日となりましたが、子どもたちは

落ち着いた態度で過ごすことができました。入学式では新入生６５名（幼稚部１５名、小学部２７名、中

学部２３名）を迎え、全校生徒２４７名で本格的に新年度の学校生活が始まりました。子どもたち一人一

人が安全に、そして元気はつらつとした学校生活を送ることができるよう、教職員一同、引き続き支援し

てまいります。 

本校の教育活動に対し、今年度も保護者の皆様のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

入学式の様子から 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 今年度の職員の紹介 

 在ブリスベン総領事館総領事 石川勝利様、ゴールドコースト

日本商工会議所副会頭 砂川盛作様、ゴールドコースト日本人

会会長 安藤由香利様のご臨席を賜り、厳粛さの中にも温かい

雰囲気で入学式を行うことができました。 

 新入生呼名での、子どもたち一人一人が元気よく返事をする

姿には、これからの学校生活への意欲が感じられ、新入生代

表の誓いの言葉からは、入学への期待やわくわくした気持ちが

伝わり、在校生代表の歓迎の言葉も心のこもった立派なもので

した。また会場にいる児童生徒は、皆、来賓の方々のお話を聞

く姿勢も素晴らしかったです。 

 石田校長からはビデオメッセージで式辞が届き、子どもたちに

励ましの言葉を下さいました。来賓の皆様からは心温まる祝辞

を頂き、改めてたくさんの方々に支えられている学校だと感じま 

した。保護者の皆様に見守られる中、新しい一年が楽しく実りあるものになることを感じさせる希望に

あふれる入学式となりました。 

校長 石田 薫 （文部科学省派遣） 教頭 富田 温子 教務主任 ローリンソン真紀子                                 

幼稚部 勝村 晶子／（助手）北野 記子   

小１‐１ 山本 千恵 小１‐２ 北山 桃子 （小１助手）佐久間 弥恵 

小２‐１ 橋本 隼 小２‐２ 山本 有香   小３‐１ タムタ 涼子 小３‐２ キース 真紀 

  小４ 富田 温子／（助手）グレゴリオ 薫子 小５‐１ 伊藤 由衣 小５-２ 古谷 美佳  

  小６ ヒバード 一惠  

  中１ 大平  光咲    中２ ローリンソン 真紀子   中３ 板橋 明美 

よろしくお願いいたします。 
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＜幼稚部・小学部 1 年生代表＞ 
 

せーの 
二人で：ちかいのことば 

【ちかいのことば】 

：ぼくたち、いちねんせいと ようちぶは、 
：ほしゅうこうを とても たのしみにしていました。 

：ぼくは、かんじをがんばります。 

：わたしは、おともだちをたくさんつくりたいです。 

： れいわ８ねん ４がつ１１にち 

：しょうがくぶ いちねん   ：

  入学式「誓いの言葉」「歓迎の言葉」

＜新入生代表＞ 【誓いの言葉】 

 

 青く広がるオーストラリアの空の下、秋の始まりを感じる、そんな季節となりました。本日はこのような

素晴らしい入学式を開いていただき、誠にありがとうございます。 

 幼稚部、小学部、中学部の新入生を代表して、ご挨拶申し上げます。この良き日に、私たちはクイー

ンズランド州補習授業校ゴールドコースト校に入学の時を迎え、大変嬉しく思います。 

 私が小学部に入学するとき、新型コロナウィルスの影響で学校が閉鎖され、入学式が開催されること

はありませんでした。新学期初日から、しばらくはオンラインの授業が続き、友達や先生と直接会えな

い日々を過ごしました。だからこそ、こうしてみんなで集まり、同じ場所で学べる事の大切さを、今強く

感じています。 

 幼稚部の皆さん、幼稚部は、先生やお友達と、運動会やおまつり、歌や絵本を通して、楽しく学べる

場所です。そして、あいさつはとても大切です。おはようございますと言うとお友達や先生と仲良くなれ

ます。ありがとうと言うと言われた人もうれしい気持ちになります。挨拶はみんなを笑顔にする言葉で

す。元気に挨拶をしてたのしく過ごしてください。 

小学1年生の皆さん、これから、漢字テスト、日本語の教科書での勉強や算数ドリルなどが始まりま

す。漢字が難しいと、思うかもしれません。そんな時は、図書室で借りたお気に入りの本を繰り返し読

んでみてください。きっと楽しく覚えるきっかけになると思います。 

進級された皆さん、進級おめでとうございます。一つ上の学年になりました。また一年頑張りましょう。

私は、中学二年生、三年生の先輩方が、現地校と補習校を両立しながら通い続けている姿を見て、と

ても尊敬しています。 

   私も今年度から中学一年生になります。同じクラスのみんなと、全員揃って、そして、それぞれの夢

に向かって、最後まで一緒に頑張りましょう。私の目標は、数学の文章問題の理解力を高めることで

す。その為には、日本語を正しく理解する力が必要です。本を読む習慣をつけ、理解力を高めたいと思

います。また私が補習校に通う理由の一つは、友達の存在です。幼稚部から仲の良い友達がいて、と

ても心強く感じています。週１度しかない補習校ですが、仲間との時間を大切に過ごしたいと思いま

す。 

  最後に校長先生をはじめ、先生方、運営委員のみなさま、そして支え続けてくれる保護者のみなさ

ま、心より感謝申し上げます。この感謝の気持ちを込めて新しい一歩を強く踏み出し、一歩一歩成長し

ていきます。どうぞこれからもよろしくおねがいいたします。 

 

令和８年４月１１日 新入生代表 中学部１年 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 今後の主な行事予定  

・４月２５日（土）アンザックデーのため休み   ・５月３０日（土）理科学習日 避難訓練 

・５月 ２日（土）こどもの日集会     ※お弁当持参 （14：30 下校） 

・５月１６日（土）授業参観/保護者会総会 ・６月１３日（土）教育相談開始（～１０月２４日） 

・５月２３日（土）社会科学習日           ・６月２７日（土）第 1 学期終業式  

 ※海外子女文芸作品コンクール原稿締め切り(6/20) 

 

 

２０２６年度 第４７回海外子女教育財団 文芸作品コンクール 

 １ テーマ：海外生活を題材にしたものであれば自由です。 

 ２ 応募部門：作文、詩、短歌、俳句 

 

・１人何部門でも応募可能ですが、作文、詩はそれぞれお一人１点まで。短歌、俳句は一人３点まで。 

 どの部門にも必ず応募票をつけてください。 

・日本に郵送する関係で、校内締め切り（最終）を６月２７日（土）としますが、 

 担任への提出は６月２０日（土）で、お願いします。締め切り厳守でお願いします。 

・みなさんの声を世界に届けてみませんか。みなさんのチャレンジを待っています。 

 

 

 

 ＜在校生代表＞ 【歓迎の言葉】 

 

  新入生の皆さん、クィーンズランド補習授業校ゴールドコースト校へのご入学、おめでとうございま

す。 

 幼稚部の皆さん、はじめての場所に、少しドキドキしているかもしれませんね。でも大丈夫です。優し

い先生や新しいお友だちと一緒に、遊んだり、お絵かきをしたり、楽しいことがたくさん待っています。

補習校には、日本ならではの行事もあります。もうすぐ大きなこいのぼりも泳ぎますよ。みんなで笑顔

いっぱいの時間を過ごしていきましょう。 

 一年生の皆さん、いよいよ小学生としての生活が始まります。漢字や算数など、新しい学びに出会 

い、「むずかしいな」と感じることもあるかもしれません。でも、そんなときは一人で悩まなくて大丈夫

す。先生や、お兄さんお姉さんがいつでも力になってくれます。友だちと助け合いながら、一歩ずつ前

に進んでいきましょう。補習校には、楽しい行事や思い出に残る経験がたくさん待っています。 

 中学一年生の皆さん、いよいよ補習校での最後の三年間が始まります。勉強は少し難しくなります

が、その分、できることも大きく広がっていきます。運動会や補習校祭りでは、自分たちで考え、動き、

学校を支える大切な役割も担っていきます。時には大変に感じることもあるかもしれませんが、その一

つひとつの経験が、皆さんを大きく成長させてくれます。私たちも全力でサポートします。一緒に、より

良い補習校をつくっていきましょう。 

 補習校での時間は、日本語を学ぶだけでなく、日本の文化や心を感じ、かけがえのない仲間と出会

う特別な時間です。ここで過ごす毎日が、皆さんにとって大切な宝物になることを願って、歓迎の言葉

といたします。 

 

令和8年４月1１日 在校生代表 中学部３年  



補習校でのルールの再確認 

１ 学習にふさわしい服装をしましょう。 

・日焼け予防の面からも、肌の露出を控えた（肩、おなか、背中の出ない）服装 

・現地校のスクールシューズや運動靴 

・帽子（ No Hat No Play ） 

２ 携帯電話は補習校では必要としないため、登校後、校舎に入る前に電源を切って鞄に入れましょ

う。 

３ 補習校では、日本語で話しましょう。 

・週に１度の補習校です。休み時間の友だちとの会話も日本語で行いましょう。日本語を使う機会

を大切にしましょう！ 

４ 学習に関係のないものは持ってこないようにしましょう。 

・学習に集中できる環境を整えましょう。盗難や紛失などの心配もあります。 

    ５ 借用校からの指示により、安全面への配慮のため体育館前での 

    ドロップオフ・ピックアップはお控えいただいております。 

    皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。    




